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　名古屋コーチンの新しい肉用系統
「ＮＧＹ７」が完成しました。
　育種改良された小集団を系統と言いま
すが、系統鶏は世代を重ねるほど近親
交配により能力が低下するため、定期的
に更新しなければなりません。そこで、
平成16年から新系統の開発に取り組ん
できました。

産肉性に優れた名古屋コーチンの肉用新系統

「ＮＧＹ７」が完成

　新系統は、これまでの肉用系統と比べ
成鶏時（250日齢）の体重が約10％アッ
プし、ストレスにも強く、生存率が高い特
長を持っています。
　「ＮＧＹ７」を利用すると、産肉性の高
い肉用名古屋コーチンの生産が期待でき
ます。「ＮＧＹ７」を用いた鶏肉は、平成
31年夏から出荷されます。
　　　　　　　　　　  （畜産研究部）
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ナシ萎縮病菌の簡易迅速診断法を開発

　ナシ萎縮病の新たな診断法として、
ＬＡＭＰ法とキリによる試料採取法を組合
わせた簡易迅速診断法を開発しました。
　ナシ萎縮病は、｢幸水｣に発生が多く､ナ
シ産地で大きな問題となっていますが、
一旦罹病すると治療法がなく、被害の拡
大を防ぐため、早期の伐採が必要です｡

　しかし、初期の症状は生理障害と区
別がつきにくく、正確な診断が必要となり
ます。これまでの診断方法は、ナシの主
枝を切断して樹を大きく傷つける試料採
取法と、時間のかかる分析法によるもの
でした。
　今回開発した方法は、樹を痛めること
なくキリで診断用試料を少量採種し、
ＬＡＭＰ法を使って、２つの病原菌(チャア
ナタケ、チャアナタケモドキ)を同時に診断
できます。これによりナシ萎縮病の診断が、
簡易で迅速にできるようになりました。

（環境基盤研究部）
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樹形管理方法の改善でバラ切り花の収量増
－改良切り上げ方式で収穫本数が増加します－

　県内のバラ生産農家の多くで、ロックウー
ル等を利用した養液栽培が行われ、樹形
管理方法として光合成専用枝を養成し常
に株元から採花する「アーチング方式」が
主流となっています。　　
　アーチング方式は、長く重い上位階級
が多いことや、収穫方法が単純で経営面
積の拡大に都合が良いことから全国に普
及しましたが、収穫本数の少ないことが欠
点です。
　

　そこで、需要の多い長さ（60～80cm）
の切り花が多く収穫でき、所得の増加
に繋がる樹形管理方法「改良切り上げ方
式」を開発しました。
　この方式は、光合成専用枝を養成した
後、採花位置を一定の高さで順次上げて
いく樹形管理方法で、アーチング方式に比
べ萌芽が早く、萌芽数も多くなります。その
結果、収穫本数を約1.5倍にすることが可
能となりました。

（園芸研究部）

本研究は、農林水産省委託プロジェクト「収益力向上のための研究開発」により実施しました。
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ナシの売れる要因が明らかに！
　買い手のニーズを反映したナシの生産技術
確立のため、市場・仲卸の流通業者、直売施設
等の販売者、一般消費者に対するアンケート調
査を平成28年度に実施しました。
　調査結果から、８月上～中旬は贈答用、８月中
～下旬をピークに10月上旬までは家庭消費用の
ニーズがあり、流通では小玉で日持ちの良いも
の、販売と消費では糖度が高く着色の進んだ中
玉以上というニーズが明らかになりました。

（企画普及部）

　県が育成したキク品種「スプレーアイチ
夏１号」は、美しい黄色の花を咲かせる夏
向け品種ですが、高温期の葉に黄斑点が発
生する問題があります。対策を検討した結
果、少量・多頻度の頭上散水により、黄斑
点の発生を大幅に軽減することができまし
た。今後、この方法をさらに改良して高温
対策技術の確立を目指すとともに、「スプ
レーアイチ夏１号｣の普及拡大を図ります。

　（東三河農業研究所）

ドローンと可変施肥機を活用した
良食味米生産技術の開発に着手

　良食味米生産には、生育診断に基づく栽
培管理が必要ですが、経営面積の大規模化
に伴い、省力的かつ精密な栽培管理技術が
求められています。そこで今年度から、県
が育成した水稲新品種「愛知 123 号」を対
象に、ドローンや可変施肥機等を用いて省
力的で精密な生育診断や施肥自動化等を行
い、良食味米生産技術の開発を進めていき
ます。

（作物研究部）

土壌被覆資材を利用した
カンキツ「みはや」の高品質生産

　農研機構で育成された新品種「みはや」は、
収穫時期が11月下旬と早熟で、果皮の赤みが
強く見栄えが良いことから、今後普及が見込め
る品種です。しかし、夏秋期に雨が多いと低糖
度になることが問題となっています。そこで、8月
中旬から収穫終了まで土壌被覆資材（マルチ）
で雨水を遮断することにより、雨の多い年でも糖
度が上昇し、着色も早まることを明らかにしまし
た。　　　　　　　　　　　　（園芸研究部）
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